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i　生研式動鱒。蹴。。、＿

i・・撒・・…g…D・・・・・…DDT・・H・

i等の粉末農藥を，水田や畑地などに撒布する機械であ
iる．エ。ジ．で韻機をeeemし訟風機杁，，に藥Ptl

i　を供給して，逸風機からの吐出空氣と共に大氣中に吹

1き出して輔轍布謁．
i　職時中にタト國において，DDTやBHCなど病虫害

i附用噺・濃鄭凱…，戦後肋榊・おい
iても多量に製趣オ・るようになつた，液剤の農藥を撤

旨け・いわゆ・噴霧機馬以前からわ潮・もあつ・

｝t‘・粉剤移量に肺する動撒粉機は識後初め

1て使珊されるようにはつた新しい機械である．一方磯

i後のわカ；國の食料專情から農作物の大培産ということ

1か眞劔に考え5れるようになり，そのためには毎年莫

妖獺髄受けてい。融害の防除という。と駄き
．i燗題・なつ・．

i當研究所膿林省より昭和25，26，27年の3年幽・
1わた・，わ鋼膿業事情に適す。性能鶴な動撒
i粉櫛・ついて，研究の移：E、・i受けた．そ。で翻蜥

iでは緬獺他7名の教髄もつて研究班を組燃，

際騰雛欝妻欝鴛壁機鱒
i　粉創を水田や畑地に撒布するについては，工學上の
鏑題蜘郷上の問題およ膿學上の目礪などがあ
｛e・　J・紡を船・て考油肱臆らな、、．．れ、

1の問題の1噛研究所では1…として工學的な問題につい

1て，他の分野の人の協力のもとに研究を進めている．
i齢・究所で取上げてい硅姻題｝款の繍である．

11・で鵠だ瞭い鶴にかつ鱒るだけ一様廟

謄撒盛畿鰯繍瀧欝な諺襲
iれをできるだけ一定の割合に保ち得ること．これに關
i・ては。。バ．内kC。sけ。taee。、1！E動、。．、び幽機＿

iの櫨の供勧法礪す。職．
｝3．機魔でき。だけ小蟹量であること．。。、k

iM，　・c迭職唯能敏軋，勲榊を騰す。、。es
i

1

i

　4．　比較的に技術的訓練の少い農家の入々が使用す　1

る關係上，機械全腫が簡輩であり，運韓が容易であ．り，1

散障が少く，かつ保守が響易であること，　　　　　…

　5，生産費が睡力安いiL’z’iL計にすること．　　　　　　…

以上のよう賭問題について，肺2526・ド彌…

勾渡にd・’　・・て基礎的な研惣行、・一ま槻’胸動力撒i

粉機について試験を行い，野外試験などを行つてきた．：

　今までに得られた研究成果をもとにして，嘗研究所i

において次の二二型式の動力撒粉機の1設計を行いr共立

農機橡式曾肚において試作した．　　　　　　　　　i
　A型動力微粉機（喪紙篇眞滲照〉　　　　　　　　　｝

口本内燃機製1馬プJ＝・ジ・で蝋幽機鵬動1
し，粉剤軸・・一のド部にエ・ジ・嚇氣ガ穂ノズi

・・をSurして囎込み，それによつて㈱を吸入し訟i

職の入田・粉醗供給するようにした撒膿であ1
る．iSt風機のra　r．：に圃粒粉雄ほぐす1鴨駿置ガ鳳一

ている．撤粉脚前後で2人の作業員が肩からべ測一

でつるし，後方の作業員が機械の運鯨を操作する．吐　i

粉量2　kgimn・，　Pl：N空氣畳21　m”lrnn．　k重M　32　kg，　i

從來の動力撒粉機のfiPtt・　55～60　kgであ。から，かi

なり重量を輕くすることができた．　　　　　　　　i

　B型動力撤粉機　　　　　　　　　　　　　　’　i

A型胴じ型式のエ・ジ・で遠心幽機を直縮動i
し，鵬機のPtLIH空氣の一紛を棚拘・・一のド部｝

碗氣旋回室噂き，．・O旋回氣流によリホ。パ訥i

囎勲臥し訟職入際棚礁給するようにi
した撤撒であ・．1・1、縫2k。／㎜，、1出繍量20　i

m：xmn，重量QOkgである．　A型と同じく2人の作1
業員で操作する．　　　　．　　　　i
噛27犠。おいては，。れ、の試作脚膿試i

験を行曾㍉　響1つづき塁｝外試験や實地試瞼をテ了う寄卜蓋てe　i

ある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
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深いrVS“iffo藥灘入　　　’　i
　　　　　　　による假締切………丸　安　隆　和1
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